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海外安全対策情報（バーレーン：２０１６年１月～３月）

１ 社会・治安情勢

現在の治安情勢は概ね落ち着いており，治安の急激な悪化等が懸念されるよう

な状況ではない。また，一般犯罪も少なく，全体としてみれば比較的治安の良い

国と考えられる。

しかし，昨年７月以降警察官を狙った爆弾テロが続発し，死傷者が出ているこ

とから，これらのテロに巻き込まれないよう十分注意する必要がある。

また，昨年１０月１６日（金），サウジアラビア・東部州のシーア派モスクに

おける銃撃テロにより，５名が死亡，９名が負傷した事件では，「イスラム国（Ｉ

ＳＩＬ）バーレーン州」が犯行声明を出した。同日，国内２ヶ所のイスラム教シ

ーア派関連施設が銃撃されるという事件が発生し，国内にＩＳＩＬの影響を少な

からず受けている者の存在が取りざたされている。

【シーア派過激派の動向】

２０１１年以降，反政府グループによるデモ活動は，各地で継続しており，ま

た一部の過激化した若者達は，治安部隊と衝突し，火炎瓶や石等の投てきを行い，

治安部隊が催涙弾で対処しており，一般人が巻き込まれることは少ないが，引き

続き警戒は必要である。このほか，道路上でのタイヤ放火やガレキ放置等による

治安を混乱させる動向も継続している。

【ＩＳＩＬ（ダーイッシュ）関係】

昨年５月２２日，２９日のサウジアラビア，６月２６日のクウェートにおいて，

シーア派モスクを狙った爆弾テロ事件が発生したことにより，バーレーン治安当

局は，国内の全てのモスクについて，警察官を配置，入場者のチェック，礼拝終

了ごとのモスクの閉鎖，監視カメラの設置，モスクの自主警備の許可及び警備・

救護訓練の実施等の警戒強化を実施している。

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向

（１）基本的に一般犯罪は少なく，在留邦人が被害に遭うことはまれであるが，

殺人，強盗，強姦といった凶悪犯罪の発生は確認されていることから，十分

注意した上で，自己防衛に心がける必要がある。

（２）邦人被害事案
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なし

３ テロ・爆弾事件発生状況

（１）1月2日(土)，サウジアラビアにおけるシーア派聖職者ニムル師の処刑に対

する抗議デモがシーア派各地区で発生。

（２）1月11日(月)未明，シトラ地区（バーレーン東部）のシーア派宗教施設「マ

アタム」を狙った銃撃事件が発生し，負傷者はなかったものの，施設の一部が

損壊。

（３）１月16日(土) 沿岸警備隊は，バーレーン領海の外でバーレーン籍のダウ船

が海賊に襲撃され，インド人船長１名が死亡したと発表。

（４）2月12日(金)，ディラーズ地区（バーレーン北西部）において，警察車両を

狙った爆弾テロ事件が発生したが，負傷者なし。

（５）2月14日(日)が2011年バーレーン騒乱5周年となることをとらえ，シーア派過

激派勢力によりデモ活動やボイコット等についての呼びかけが行われ，12日か

ら14日までの3日間にわたり，国内シーア派地域でデモ等の抗議行動が行われ

たが，シーア派地区以外に波及することなく，治安に大きく影響する事態とは

ならなかった。

（６）2月14日(日)，警察はシトラ（バーレーン東部）において，違法なデモ・破

壊活動に参加していたとして米国籍の活動家1名，及び外国での放送を目的と

して無許可で撮影をしていたとして同国籍のジャーナリスト3名（含む女性1

名）を逮捕した。翌々日，拘束された4名は釈放され，国外退去処分となった。

（７）3月17日(木)，シャクラ（バーレーン北西部）にてデモ隊による火焔瓶投擲

により警察官１名が負傷。

４ 誘拐・脅迫事件発生状況

日本人の被害は報告されていない。
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５ 日本企業の安全に関する諸問題

シーア派地区に立ち入らないこと、またテロの対象となり得るモスク等宗教関

連施設や警戒中の警察官，警察車両には近付かないことを徹底するとともに、不

特定多数の人々が集まる施設（レストラン、ショッピングモール、ホテル、観光

施設、市場等）を訪れる際には、周囲の状況に注意を払い、不審な状況を察知し

たら、直ちにその場を離れるなど安全確保に十分注意する必要がある。

また２０１１年の騒擾のように、社会・治安情勢が急激に悪化した場合の対応

について、準備しておく必要がある。特に、大使館との連絡手段の確保（緊急連

絡網、Ｅメール、無線機、ＦＭラジオ等）、緊急時の国外退避方法について、日

頃から準備と確認をしておくことが重要である。

以 上


